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フィルムは私達が直接手に触れる，触れないにかかわらず，日常生活の様々な場
面で活躍している。その利用されている範囲は広範囲にわたるが，その中から薄く
透明である性質が高機能化されているフィルムとして，身近なラップフィルム，光
を制御するフィルム，医療現場で活躍が期待されるフィルムについてその製造方法
や，高機能化されている点について解説する。


